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表 2 （全頁から続く） 

 
 *：該当する時期を示す。 

 

厚生労働行政推進調査事業費（成育疾患克服等次世代育成総合研究事業 
（健やか次世代育成総合研究事業））分担研究報告書 
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研究要旨 
【目的】各学会では、乳幼児健康診査（乳幼児健診）で疾病の見逃しを防ぐ提言等をしている。

本研究では、乳幼児健診（医科）で見逃された疾病に関する文献について、対象領域や施策等と

の関連性について検討した。 
【方法】医学中央雑誌を用いて、「乳幼児健康診査 見逃 （（診断 発見） 遅延 遅

れ ）」を検索式とした 件の文献を得た。収載誌発行年が 年～ 年、対象年齢が

か月～ 歳である 件を抽出した。会議録を除く 件から、 ）乳幼児健診で見逃され

た症例に関する原著（見逃し例、 件）や、見逃しを防ぐための ）解説等（解説、 件）、 ）

自治体の健診システムに関する文献（健診システム、 件）の 件を選定した。

【結果】文献の対象領域は、聴覚 （以下、見逃し例 解説 健診システム＝ ）件、発育

性股関節形成不全（ ） （ ）件、（難聴に伴う言語発達障害を除く）発達 （ ）

件、眼疾患 （ ）件、成長障害 （ ）件、泌尿器疾患 （ ）件、皮膚病変 件

（ ）、その他の疾患 （ ）件、および、子ども虐待 件（ ）であった（重複あり）。

聴覚の見逃し例は、聴覚検査の追加（ 年）から間もない 年以降に発行されていた。発

達の見逃し例は、厚生省通知「乳幼児に対する健康診査の実施について」が発出された翌年の

年以降に発行されていた。また、聴覚、 、発達、眼疾患に関する見逃し例の年次別発行

数は、それぞれ ～ 件で 年まで推移していた。健診システムの発行件数について、スクリ

ーニング手法に関する研究班が開始された 年の前後で比較すると、 年～ 年は（聴

覚 眼疾患 ）件が発行され、 年以降の 年間は （ 眼疾患 ）件が発行されて

いた。

【考察】疾病の見逃しに関する文献の発行動向は、施策や関連学会等による啓発活動と関連する

ことが示唆された。健診システムの文献は一部の領域で散見されたが、今後は精度管理を取り入

れた事業評価を進めることで、見逃し例の多い疾患領域と見逃しの原因を明らかにし、対応策を

講じることが望まれる。
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Ａ．研究目的

近年は治療技術や療育方法が飛躍的な進歩

しているため、乳幼児期に症状が認められる疾

病の中には、早期発見・早期介入により予後や

患児・家族の生活の質が向上するものが増えつ

つある 。健やか親子２１の視点では、子育て

支援に重点を置いた乳幼児健診が求められる

が 、受診した子どもの健康状況を的確に判断

する意義が低くなったわけではない。しかし、

乳幼児健診の判定結果を分析した報告では、医

師の判定手技のばらつきが示唆されている 。

また、発育性股関節形成不全（ ）のように、

乳幼児健診での見逃しが関係学会から指摘さ

れており、その対策として診察の手引きを発行

する等の啓発活動も行われている疾病もある

。一方で、 年に視聴覚検査が乳幼児健診

に導入されたように、乳幼児健診で疾病を把握

する手法は不変ではない。このため、施策や啓

発活動によって、乳幼児健診で見逃される疾患

の動向も変動する可能性がある。

乳幼児健診でスクリーニング対象とすべき

疾病については、医師の経験や学会の視点から

の要望は認められるが、系統的な検討は行われ

ていない。今回、分担研究者らは、乳幼児健診

の見逃し例が原著あるいは解説として発行さ

れる疾病は、「スクリーニング対象とすべきで

あるが見逃されたので、その重要性に基づき報

告される」ことが多いと推察した。この仮説に

基づき、本分担研究では、見逃し例の動向を文

献的に把握し、施策等との関連性について考察

することで、乳幼児健診でスクリーニング対象

とすべき疾病について検討した。

Ｂ．研究方法

本研究では、医学中央雑誌を文献のデータベ

ースとして使用した。「乳幼児健康診査 見逃

（（診断 発見） 遅延 遅れ ）」を

検索式として、 件の文献を得た。これ

らの文献から、収載誌発行年が 年～

年の 年間であり、対象年齢が か月～ 歳

である 件を抽出した。さらに、会議録を

除く 件から、 ）乳幼児健診で見逃され

た症例に関する原著（見逃し例、 件）や、

見逃しを防ぐための ）解説等（解説、 件）

と ）自治体の健診システムに関する文献（健

診システム、 件）の 件を本研究の対象

文献に選定した。尚、除外した文献は、国外例

件、臨床に関する文献 件、歯科疾患

件、学校検診 件、療育等 件と乳幼

児健診に関する文献であるが見逃し例に関す

る内容ではない 件である。

選定した文献の対象領域は、成長障害、発達

（難聴に伴う言語発達障害を除く）、聴覚、眼

疾患、 、循環器疾患、消化器疾患、泌尿器

疾患、皮膚病変、子ども虐待に分類した。

（倫理面への配慮）

発行されている文献と施策等を対象とする

ため、人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針や個人情報保護法等の規定対象に該当し

ない。

Ｃ．研究結果

文献の対象領域は表 に示した。総数では、

聴覚、 、発達、眼疾患の順に多く発行され

ており、これらの 領域は全体の

（ 件）を占めていた。聴覚では先天性

難聴疾患に関する見逃し例等が認められ、近年

では新生児聴覚スクリーニング検査の受検有

無に言及する文献がみられた。発達では、精

神・運動発達遅滞だけでなく、発達障がいに関

する文献もみられた。眼疾患では、斜視や弱視

等に関する文献が抽出された、総数と同様に、

見逃し例の発行数は聴覚、 、発達、眼疾患
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の順に多く、これらは全体の （ 件）

を占めていた。解説の発行数は聴覚と発達が最

も多く、次に と眼疾患が多く発行されてお

り、 領域が全体の （ 件）に該当

した。一方で、健診システムは 、眼疾患、

聴覚の順に多く、その他の領域の文献は抽出さ

れなかった。また、子ども虐待 件のうち

件の領域は、発達や成長と重複していた（成長

件、発達 件、成長と発達 件）。

発行件数が多い聴覚、 、発達、眼疾患に

関する見逃し例の年次別発行数は、それぞれ

～ 件で 年まで推移していた。皮膚病変

の発行件数は少ないが、腰仙部皮膚陥凹が乳幼

児健診で見逃され、先天性神経因性膀胱を呈し

た症例が今回の対象文献の中で最も早く発行

されていた。一方、子ども虐待に関する解説

（ 年）と見逃し例（ 年）の発行年は、

他領域と比較して遅い傾向があった。

次に、発行年と関連施策が行われた時期等と

の関連性について検討した。聴覚検査の追加

（ 年）から間もない 年以降に聴覚の

見逃し例が発行され始め、 年から解説が

発行されていた。発達の見逃し例は、厚生省通

知「乳幼児に対する健康診査の実施について」

が発出された翌年の 年以降に発行され、

解説が 年以降に発行されていた。また、

眼疾患の見逃し例は 年以降、 の見逃

し例は 年以降に発行されていた。乳幼児

の疾患疫学を踏まえたスクリーニング等の効

果的実施に関する研究班が開始された 年

の前後で、健診システムの発行件数を比較する

と、 年～ 年は（聴覚 眼疾患 ）

件が発行され、 年以降の 年間は （眼疾

患 ）件が発行されていた。

Ｄ．考察

本研究では、乳幼児健診で見逃される疾病に

関する文献の発行動向について検討した。その

結果、文献で取り上げられた疾病の対象領域は

領域に集約された。発行件数が多い聴覚、

、眼疾患は、それぞれの関連学会等が見逃

し例の対応強化や啓発活動に取り組んでいる

領域である 。発行件数が多い領域の一

つである発達は、健やか親子２１（第２次）で

も指標や関連する重点課題が設定されており、

母子保健政策で重視されている領域である 。

本研究で発行件数がこれらの領域に集中した

ことは、「見逃しを防ぐ」「重視すべき」という

需要を生む背景要因あるいは、この需要に対す

る供給として、文献の発行件数が増加したもの

と推察される。また、これらの領域の疾病には

臨界期があることから、乳幼児健診でスクリー

ニング対象とすべきものと考えられる。一方で、

本研究では発行件数が少ない疾病や病変も抽

出されたが、「スクリーニング対象とすべきで

あるが見逃されたので、その重要性に基づき報

告される」という本研究の仮説に基づくと、ス

クリーニング対象とすべき疾病が含まれてい

ないか更に検討する必要がある。

本研究では、いくつかの領域では、その収載

誌発行年と施策等との関連性が示唆された。聴

覚検査の導入時期から間もなく見逃し例が発

行され始めたことは、 サイクルの評価

（ ）に該当する。従って、適切に改善（ ）

がされる場合は、新しくスクリーニング手法を

導入した直後に見逃し例が報告されることは、

必ずしも望ましくない現象とはいえない。しか

し、本研究では、ほとんどの領域では見逃し例

の発行数に減少が認められず、 に該当する

健診システムの発行件数が限られていること

から、疾病スクリーニングの精度管理に基づく

サイクルに改善の余地があるものと推察

される。例えば、本研究において、スクリーニ

ング手法に関する研究班が開始された時期以
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降に に関する健診システムの発行件数が

増加傾向にあることは、見逃し例を防ぐ act の
好事例であり、小児眼科学会として 歳児健診

の時期について提言を示すことで見逃し例を

防ぐ活動も認められる 。

本研究では、聴覚の見逃し例が聴覚検査の導

入から間もなく発行され始めていたが、眼疾患

の見逃し例は 年から認められた。両者の

差異については、更に検討する必要があるが、

見逃し例に関する内容ではない眼科スクリー

ニングの文献 は視覚検査導入直後から発行

されていることから、眼疾患に対する関心が低

いことを示す結果ではないと考えられる。

現代の乳幼児健康診査（乳幼児健診）には、

健康状況の把握だけでなく、子育て支援などの

多様な意義がある 。本研究では、子ども虐

待に関する見逃し例や解説の発行が近年に認

められており、乳幼児健診の意義の変化に呼応

した結果と考えられる。

Ｅ．結論

疾病の見逃しに関する文献の発行動向は、施

策や関連学会等による啓発活動と関連するこ

とが示唆された。見逃し例が報告される疾病に

ついて、スクリーニング対象とする必要性を更

に検討する必要性が示された。健診システムに

関する文献は少なく、今後は精度管理を取り入

れた事業評価を進めることで、見逃し例の多い

疾患領域と見逃しの原因を明らかにし、対応策

を講じることが望まれる。 
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降に に関する健診システムの発行件数が

増加傾向にあることは、見逃し例を防ぐ act の
好事例であり、小児眼科学会として 歳児健診

の時期について提言を示すことで見逃し例を

防ぐ活動も認められる 。

本研究では、聴覚の見逃し例が聴覚検査の導

入から間もなく発行され始めていたが、眼疾患

の見逃し例は 年から認められた。両者の

差異については、更に検討する必要があるが、

見逃し例に関する内容ではない眼科スクリー

ニングの文献 は視覚検査導入直後から発行

されていることから、眼疾患に対する関心が低

いことを示す結果ではないと考えられる。

現代の乳幼児健康診査（乳幼児健診）には、

健康状況の把握だけでなく、子育て支援などの

多様な意義がある 。本研究では、子ども虐

待に関する見逃し例や解説の発行が近年に認

められており、乳幼児健診の意義の変化に呼応

した結果と考えられる。

Ｅ．結論

疾病の見逃しに関する文献の発行動向は、施

策や関連学会等による啓発活動と関連するこ

とが示唆された。見逃し例が報告される疾病に

ついて、スクリーニング対象とする必要性を更

に検討する必要性が示された。健診システムに

関する文献は少なく、今後は精度管理を取り入

れた事業評価を進めることで、見逃し例の多い

疾患領域と見逃しの原因を明らかにし、対応策

を講じることが望まれる。 
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） 木村正彦、他． 歳児眼科健診の現状と問

題点．小児科臨床

） 矢野清隆、他． 歳児健診補完システム構

築の検討． 歳児健診という新しい試み．

日本視能訓練士協会誌

） 加藤光康、他．先天性股関節脱臼の健康

診断と現状．診断遅延例の検討より．整

形外科

） 佐野敬介、他．生後 ヵ月以降に診断さ

れた先天性股関節脱臼の治療成績．中

国・四国整形外科学会雑誌

） 野村忠雄、他．先天性股関節脱臼の診断

遅延例と股関節健診の問題点．日本小児

整形外科学会雑誌

） 若生政憲、他．当科における 年小児

整形外来初診患者の動向．山梨医学

） 若生政憲、他． 年小児整形外来患者

における疾患見逃し例の検討．山梨医学

） 加藤光朗、他．歩行開始後に発見された

先天性股関節脱臼の治療経験．長野赤十

字病院医誌

） 北川由佳、他．乳児股関節健診、精査に

おける問題点．日本小児整形外科学会雑

誌

） 古橋弘基、他．当科にて加療した歩行開

始後に診断された先天性股関節脱臼症例

の検討．中部日本整形外科災害外科学会

雑誌

） 金子浩史、他．発育性股関節形成不全 脱

臼 の診断遅延例に対するオーバーヘッ

ド牽引法． 年間の患者背景と治療成績．

整形外科

） 久嶋史枝、他．外傷後片麻痺患児の患側

に対し、生後 ヵ月より 治療を行

った 例．整形外科と災害外科

） 香川洋平、他． 診断遅延例の検討．日

本小児整形外科学会雑誌

） 山田尚武、他．新設した乳児股関節超音

波検診の検討．中部日本整形外科災害外

科学会雑誌

） 澤田雅子．外科的問題．整形外科的異常の

診かた．小児科より．小児科診療

） 芳賀信彦．外科的問題．整形外科的異常の

診かた．整形外科より．小児科診療

） 服部義．見逃せない小児整形外科疾患．

小児股関節疾患 前編 ．こどもケア

） 朝貝芳美．先天性股関節脱臼の超音波診

断．

） 芳賀信彦．先天性股関節脱臼．小児科診

療

） 鈴木茂夫．崩壊する乳児股関節検診．何
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） 黒坂大次郎．小児白内障の ．

臨床眼科

） 松岡孝典、他．小児緑内障の診断と治療．

臨床眼科

） 木内良明．先天性疾患・小児疾患．発達

緑内障を見逃さないコツを教えてくださ

い．あたらしい眼科

） 長尾長彦、他．倉敷市における 歳児健

康診査での視覚検査の現状．日本視能訓

練士協会誌

） 川端清司．フォトレフラクトメーターに

よる 歳児健診．あづみ野眼科 年間の

まとめ．眼科臨床医報

） 木村正彦、他． 歳児眼科健診の現状と問

題点．小児科臨床

） 矢野清隆、他． 歳児健診補完システム構

築の検討． 歳児健診という新しい試み．

日本視能訓練士協会誌

） 加藤光康、他．先天性股関節脱臼の健康

診断と現状．診断遅延例の検討より．整

形外科

） 佐野敬介、他．生後 ヵ月以降に診断さ

れた先天性股関節脱臼の治療成績．中

国・四国整形外科学会雑誌

） 野村忠雄、他．先天性股関節脱臼の診断

遅延例と股関節健診の問題点．日本小児

整形外科学会雑誌

） 若生政憲、他．当科における 年小児

整形外来初診患者の動向．山梨医学

） 若生政憲、他． 年小児整形外来患者

における疾患見逃し例の検討．山梨医学

） 加藤光朗、他．歩行開始後に発見された

先天性股関節脱臼の治療経験．長野赤十

字病院医誌

） 北川由佳、他．乳児股関節健診、精査に

おける問題点．日本小児整形外科学会雑

誌

） 古橋弘基、他．当科にて加療した歩行開

始後に診断された先天性股関節脱臼症例

の検討．中部日本整形外科災害外科学会

雑誌

） 金子浩史、他．発育性股関節形成不全 脱

臼 の診断遅延例に対するオーバーヘッ

ド牽引法． 年間の患者背景と治療成績．

整形外科

） 久嶋史枝、他．外傷後片麻痺患児の患側

に対し、生後 ヵ月より 治療を行

った 例．整形外科と災害外科

） 香川洋平、他． 診断遅延例の検討．日

本小児整形外科学会雑誌

） 山田尚武、他．新設した乳児股関節超音

波検診の検討．中部日本整形外科災害外

科学会雑誌

） 澤田雅子．外科的問題．整形外科的異常の

診かた．小児科より．小児科診療

） 芳賀信彦．外科的問題．整形外科的異常の

診かた．整形外科より．小児科診療

） 服部義．見逃せない小児整形外科疾患．

小児股関節疾患 前編 ．こどもケア

） 朝貝芳美．先天性股関節脱臼の超音波診

断．

） 芳賀信彦．先天性股関節脱臼．小児科診

療

） 鈴木茂夫．崩壊する乳児股関節検診．何

63 
 

に着目すれば先天性股関節脱臼の見逃し

をなくすことができるか．日本医事新報

） 神谷武志、他．先天性股関節脱臼を見逃

さないために．沖縄の小児保健

） 藤原憲太．先天性股関節脱臼を見逃さな

いポイント．超音波を用いた股関節脱臼

スクリーニングの有用性．外来小児科

） 下村哲史．先天性股関節脱臼．小児科

） 渡辺研二．新潟県における乳児先天性股

関節脱臼検診の現況．新潟県医師会報

） 星野弘太郎、他．島根県江津市における

乳児先天股脱超音波検診の現状．日本小

児整形外科学会雑誌

） 高橋牧、他．新潟市保健所の乳児超音波

股関節検診．日本整形外科超音波学会会

誌

） 村上玲子、他．新潟県内の乳児股関節検

診の実施状況．新潟整形外科研究会会

） 古橋弘基、他．浜松市における乳児股関

節健診の改善．健診推奨項目を導入して．

日本小児整形外科学会雑誌

） 金城健．沖縄県における乳児股関節健診

と先天性股関節脱臼診断遅延の状況．乳

児股関節エコー健診専門外来創設にあた

って．沖縄県立南部医療センター・こど

も医療センター雑誌

） 

） 岡川浩人、他． 歳 ヵ月まで心疾患に気

付かれず、 化した の 例．

滋賀医学

） 濟陽寛子、他．便色カラーカード導入後

に早期診断が困難であった最近の 例．

日本小児外科学会雑誌

） 片岡正．健診で見逃されやすい先天性心疾

患．小児科診療

） 後藤正博、他．乳児健診で停留精巣を見逃

されていた 陽性 の 例．小

児科臨床

） 伊藤純子．泌尿器科的異常の診かた．小児

科より．小児科診療

） 今立元．停留睾丸やそけい部ヘルニアの検

診は三歳児健診までに．日本小児科医会

会報

） 中野美和子．泌尿・生殖器疾患 鼠径ヘル

ニア、精巣水瘤、停留精巣．小児科診療

） 中村繁、他．疾患を見つけるための

と ．泌尿器疾患．小児科学レクチ

ャー

） 古村眞．精巣・精索水瘤、停留精巣．小児

科

） 信野祐一郎．非脊髄髄膜瘤性の小児先天性

神経因性膀胱における腎尿路の合併奇形

と尿路管理上の諸問題．臨床泌尿器科

） 黒田達夫、 他．頸部瘻孔・嚢胞性疾患、

斜頸．小児科診療 ．

） 渡邊彰二．リンパ管腫、血管腫．小児科診

療 ．

） 栗原淳．仙尾部奇形 毛巣瘻、二分脊椎な

ど ．小児科診療 ．

） 佐藤拓代．「子ども虐待」の対応・予防に

おける地域ネットワーク．保健機関によ

る子ども虐待予防．ポピュレーションア

プローチからハイリスクアプローチへ．
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小児科診療 ．

） 井上登生．非器質性発育障害に対する一次

医療機関からの取り組み．子どもの虐待

とネグレクト

） 厚生省．乳幼児に対する健康診査の実施に

ついて．平成 年 月 日児発第

号厚生省児童家庭局長通知．

） 日本小児眼科学会．三歳児健康診査におけ

る視覚検査について

（ 年 月 日．アクセス確認）

） 日本耳鼻咽喉科学会．難聴を見逃さないた

めに 歳 カ月健康診査および 歳児健

康診査

（ 年 月

日．アクセス確認）

） 厚生労働省．「健やか親子２1（第２次）」

について検討会報告書．

（ 年 月 日アクセス

確認）

） 田中尚子．眼科スクリーニング．乳幼児健

康診査．眼科

Ｆ．研究発表

．論文発表

なし

．学会発表

なし

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況

．特許取得

なし

．実用新案登録

なし

．その他

なし
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小児科診療 ．

） 井上登生．非器質性発育障害に対する一次

医療機関からの取り組み．子どもの虐待

とネグレクト

） 厚生省．乳幼児に対する健康診査の実施に

ついて．平成 年 月 日児発第

号厚生省児童家庭局長通知．

） 日本小児眼科学会．三歳児健康診査におけ

る視覚検査について

（ 年 月 日．アクセス確認）

） 日本耳鼻咽喉科学会．難聴を見逃さないた

めに 歳 カ月健康診査および 歳児健

康診査

（ 年 月

日．アクセス確認）

） 厚生労働省．「健やか親子２1（第２次）」

について検討会報告書．

（ 年 月 日アクセス

確認）

） 田中尚子．眼科スクリーニング．乳幼児健

康診査．眼科

Ｆ．研究発表

．論文発表

なし

．学会発表

なし

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況

．特許取得

なし

．実用新案登録

なし

．その他

なし
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